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～30年後の草津町を考える～～30年後の草津町を考える～
草津中学生との懇談会草津中学生との懇談会
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11
月
７
日
草
津
中
学
３
年
生
と
の
懇

談
会
が
役
場
４
階
大
会
議
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。
当
日
は
32
名
の
生
徒
が
出
席
、
事

前
学
習
し
た
30
年
後
の
草
津
を
テ
ー
マ
に

議
員
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
生
徒
は

Ｕ
タ
ー
ン
促
進
と
い
っ
た
人
口
減
少
対
策

や
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
道
路
渋
滞
に

つ
い
て
町
の
取
り
組
み
を
質
問
し
た
り
、

自
分
な
り
の
解
決
策
を
提
案
し
た
り
し
ま

し
た
。
堂
々
と
発
表
す
る
中
学
生
の
姿
か

ら
は
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
政
治
を
身
近
な
も

の
と
し
て
捉
え
、
町
政
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
学
生
の
主
権
者
教

育
を
お
支
え
い
た
だ
い
た
、
校
長
先
生
は

じ
め
担
当
の
先
生
方
、
保
護
者
の
皆
様
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

草
津
中
学
生
と
の

　
　
　
　
　

懇
談
会

中
学
生
の
目
線
か
ら
町
の
問
題
点
を
考
え
る
！

事
前
学
習
し
た
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

３班に分かれて議員と意見交換いたしました。

３０年後といえば４５歳になっている私たち
… テーマは「３０年後の草津」

１１月７日開催
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草
津
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
自
分
の
住
む
町
の
町
政
に
関
心
を
も

っ
て
も
ら
い
、
自
分
の
夢
、
希
望
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
町
政
に
対
す
る
要
望
や
質

問
を
発
表
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
共

に
、
子
ど
も
の
視
点
か
ら
の
意
見
を
今
後

の
町
政
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
今
後

も
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町に住んでいる町民が声をあ
げ、意見を発言し、暮らしや
すい町づくりを実現するため
にもっと政治に参加するべき
だとこの懇談を通して考える
ことができました。 佐野颯奏さん

女性町長の誕生も近いかも ･･･?

議長席や町執行部席、議員席に座り
議会の雰囲気を味わいました。

魅力ある町にするために届け
ぼく・わたしの声

ひと言！

３０年後といえば４５歳になっている私たち
…

終えてみて

懇談会の前に議場の
見学もしました
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条
　
例
　
制
　
定
　
等

〇
議
案
第
１
号　

総8

　

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
た
内

容
で
、
職
員
の
給
与
水
準
や
特

別
職
の
期
末
手
当
を
改
定
す
る

た
め
、
関
連
条
例
の
改
正
を
し

ま
し
た
。

〇
議
案
第
２
号　

総8

　

町
営
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

様
々
な
事
業
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
「
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
者
」
を
削
除
し
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
３
号

温8

　

温
泉
使
用
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
の
経
営

や
運
営
に
信
託
関
連
な
ど
が
入

っ
て
き
て
お
り
、
条
例
に
そ
ぐ

わ
な
い
部
分
が
で
て
き
て
い
る

た
め
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
条

例
に
改
正
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
９
号　

民8

　

財
産
の
所
得

【
取
得
す
る
財
産
】
学
習
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
機
器　

300
台

【
取
得
金
額
】
１
千
402
万
５
千
円

【
契
約
の
相
手
方
】
群
馬
県
高
崎

市
高
松
町
３　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本(

株)

群
馬
支
店

支
店
長　

田
島　

裕

【
契
約
の
方
法
】
随
意
契
約

〇
議
案
第
10
号　
温
 
8

  

　

温
泉
引
用
許
可

【
施
設
名
】
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
ト
草

津【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
19
ℓ
／
分

【
申
請
者
】
東
京
都
港
区
西
新
橋

１
丁
目
２
番
９
号
日
比
谷
セ
ン

ト
ラ
ル
ビ
ル
５
階

(

株)

Ｎ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　

代
表
取
締
役　

金
谷
隆
行

〇
議
案
第
11
号　

総8

　

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
太

田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組
合
を

太
田
市
外
三
町
清
掃
斎
場
組
合

へ
名
称
変
更
。
ま
た
災
害
弔
慰

定 例 会定 例 会

そ

の

他

令和７年度　１２月補正予算　（一般会計・特別会計）

会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

議案第４号
一般会計（第８次）　　　　　 総8・民8 

+ 3 億 1,726 万円

ふるさと納税事業 + 2億 2,983 万円

67億 60万円
町内事業者振興事業 + 3,870 万円

都市計画整備事業 + 925 万円

中学校教育振興事業 + 150 万円

議案第 5号
国民健康保険特別会計（第２次）　　民8 

+ 697 万円
保険給付費等交付金償還金 + 647 万円

7億 3,661 万円
一般管理費事務費 + 33 万円

議案第６号
介護保険特別会計（第 2次）　　　　民8 

+ 2,492 万円

施設介護サービス給付事業 + 1,175 万円

6億 3,465 万円介護給付費準備基金事業 + 1,669 万円

償還金 ▲ 2,149 万円

議案第７号
後期高齢者医療特別会計 (第２次 )　民8

+ 1,659 万円
一般会計繰出金 + 1,441 万円

1億 7,116 万円
後期高齢者医療広域連合納付金 + 162 万円

令和７年度　１２月補正予算　（企業会計）
会　計　名 補　正　額 総　額

議案第 8号
千客万来事業会計（第３次）　　　　総8 

収益的 支　出 + 90 万円 3億 4,269 万円

資本的 支　出 + 1億 7,225 万円 16億 1,884 万円
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議案はそれぞれの担当委員会で詳細な審議が行われた後、
最終日の本会議で議決されました。

　総 8 …    総務観光常任委員会　　　　民 …     8   民教土木常任委員会　
　温 …  8   温泉温水対策特別委員会　　議 … 8   議会運営委員会

金
の
支
給
等
に
関
す
る
事
務
の

令
和
８
年
３
月
31
日
で
の
共
同

処
理
の
取
り
止
め
ま
し
た
。

〇
議
案
第
12
号　

総8
　
　

　

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
事
務
に
係
る
共
同
処
理

の
取
り
止
め
に
伴
う
財
産
処
分

に
関
す
る
協
議

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
事
務
の
共
同
処
理
の
取
り

止
め
に
伴
う
財
産
処
分
を
し
ま

し
た
。

〇
議
案
第
13
号　

総8

　

群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会

共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
太

田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組
合
を

太
田
市
外
三
町
清
掃
斎
場
組
合

へ
名
称
変
更
。
ま
た
み
ど
り
市

が
群
馬
県
町
村
公
平
委
員
会
を

共
同
設
置
す
る
団
体
に
加
入
し

ま
し
た
。

〇
承
認
第
１
号　
　

 
 

　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求

め
る
こ
と

〇
報
告
第
１
号　
　
　
 
 
 

　

第
３
セ
ク
タ
ー
等
の
会
社
に

か
か
る
決
算
報
告

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
、
西
吾
妻
福
祉
病
院
組

合
、
西
吾
妻
衛
生
施
設
組
合
、

吾
妻
環
境
施
設
組
合
の
決
算
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
報
告
第
２
号

　

温
泉
高
度
利
用
許
可

【
施
設
名
①
】
湯
音
の
櫻

【
源
泉
名
①
】
万
代

【
給
湯
量
①
】
10
ℓ
／
分

【
申
請
者
①
】(

株)

ビ
ー
シ
ー

エ
ル

　
　

代
表
取
締
役　

伊
藤
静
香

【
施
設
名
②
】
草
津
ナ
ウ
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル

【
源
泉
名
②
】
万
代

【
給
湯
量
②
】
99
ℓ
／
分

【
申
請
者
②
】(

株)

ニ
ュ
ー
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

　
　

代
表
取
締
役　

小
林
恵
生

告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
第
２
号

第３セクターとは？
地域開発などのために、地方公共団体と民間企業が共同出資して設立する事業体のこと。

承

認

令和 7年度　補正予算　（一般会計）
会　計　名 補　正　額 主な内容（歳出） 総　額

承認第 1号
一般会計（第７次）　+ 2億 8,980 万円

ふるさと納税事業 + 2億 2,330 万円
63億 8,334 万円

町内事業者振興事業 + 6,000 万円

報

告

会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます
令和４年（2022 年）第３回（３月定例会）以降、記録を公開しています。

閲覧方法
〇草津町役場ホームページ（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）のトップページから
「草津町議会」→「草津町議会会議録」・「本会議中継録画配信」

草津町
議会会議録

本会議
中継録画配信
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付
託
議
案

【
議
案
４
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

次
）】

Ｑ　

都
市
計
画
整
備
事
業
に
お
い
て
、
西
の

河
原
公
園
駐
車
場
舗
装
設
計
業
務
と
あ
る

が
、
内
容
を
詳
し
く
。

Ａ　

現
在
の
砂
利
式
の
舗
装
を
、
路
盤
改

良
も
含
め
た
全
面
舗
装
に
す
る
も
の
。
今

年
度
中
に
測
量
を
し
て
、
令
和
８
年
度
中

に
完
成
さ
せ
る
予
定
。

【
町
長
】
定
期
利
用
者
が
い
る
の
で
、
２
工

区
に
分
け
て
工
事
を
行
う
。
全
面
的
に
改

良
を
す
る
の
が
早
い
と
思
う
が
、
利
便
性

を
考
え
た
。
入
口
近
く
を
日
帰
り
、
定
期

利
用
者
は
ま
と
め
る
計
画
を
た
て
て
い
る
。　
　

Ｑ　

設
計
費
用
と
建
設
費
用
の
関
連
は
？

Ａ　

設
計
に
関
す
る
も
の
は
、
町
内
の
電

算
シ
ス
テ
ム
に
て
計
算
し
て
い
る
。
総
工

費
は
１
億
２
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

月
極
、
日
帰
り
で
、
観
光
公
社
か
ら

の
収
入
は
？

Ａ　

年
間
200
万
円
の
収
入
。　

【
議
案
８
号　

千
客
万
来
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
３
次
）】

Ｑ　

材
料
高
騰
に
よ
る
工
事
費
の
増
加
分

は
あ
る
の
か
？

Ａ　

材
料
高
騰
に
よ
る
も
の
も
あ
る
が
調

整
は
し
て
い
る
。
今
回
は
３
工
区
分
の
設

計
変
更
に
よ
る
足
場
等
の
追
加
分
。

Ｑ　

設
計
変
更
の
内
容
は
？

Ａ　

仕
様
変
更
が
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

気
候
に
よ
り
、
今
後
の
工
期
の
遅
れ

は
見
込
ま
れ
る
の
か
？

Ａ　

一
部
外
構
工
事
が
あ
る
が
、
今
後
は

内
装
が
主
に
な
る
。
大
雪
等
で
外
構
工
事

に
影
響
が
出
る
可
能
性
は
あ
る
。

陳
情
３　

街
角
ピ
ア
ノ
設
置
に
関
す
る
陳
情

　

新
天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
今
ま
で

の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
よ
り
面
積
を
縮
小
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
作
り
と
な
る
こ
と
か
ら
、

ピ
ア
ノ
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
と
の
説

明
が
あ
り
、
委
員
会
で
は
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

１２月定例議会
　　　　　委員会審査・報告
議案はそれぞれの担当委員会に付託され
詳細な審議が行われました。

安齋 　努 委員 黒岩 　卓 委員長直井 新吾 委員 市川 祥史 副委員長金丸 勝利 委員安井 尚弘 委員

総務観光常任委員会
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湯本 晃久 委員 上坂 国由 委員長小林 純一 委員 直井 新吾 副委員長宮﨑 謹一 委員有坂 太宏 委員

付
託
議
案

【
議
案
４
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

次
）】

Ｑ　

帯
状
疱
疹
接
種
補
助
金
が
他
自
治
体

よ
り
吾
妻
郡
が
低
い
理
由
は
？

Ａ　

県
の
ベ
ー
ス
を
も
と
に
吾
妻
郡
首
長

会
議
に
て
決
定
し
た
補
助
額
で
あ
る
た

め
。

Ｑ　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
の

内
容
は
？

Ａ　

総
合
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
為
、
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
机
な
ど
を
購
入
す
る
予

算
と
な
る
。

Ｑ　

町
道
管
理
事
業
に
お
け
る
公
有
財
産

購
入
の
場
所
は
？

Ａ　

町
道
、
民
間
の
土
地
が
か
か
っ
て
い

た
た
め
8.5
平
米
分
の
取
得
に
か
か
る
費
用

と
な
る
。

Ｑ　

中
島
住
宅
修
繕
の
内
容
は
？

Ａ　

冬
対
策
に
よ
る
電
線
配
管
の
改
修
費

で
あ
る
。

付
託
議
案

【
議
案
３
号　

草
津
町
温
泉
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
】

　

ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
の
経
営
や
運
営
に

信
託
関
連
が
入
っ
て
き
て
お
り
、
条
例
に

そ
ぐ
わ
な
い
部
分
が
出
て
き
て
い
る
た

め
、
現
状
に
合
っ
た
条
例
に
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
。
委
員
か
ら
は
信
託
に
つ
い

て
の
事
例
や
申
請
内
容
、
浴
槽
の
チ
ェ
ッ

ク
方
法
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
当

局
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
慎
重
審
議
の
結

果
、
原
案
の
通
り
承
認
。

【
議
案
10
号　

温
泉
引
用
許
可
に
つ
い
て
】

　

旧
所
有
者
が
給
湯
を
開
始
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
連
続
５
年
以
上
経
過
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
新

規
で
の
温
泉
引
用
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
も
の
。
委
員
か
ら
は
売
買
の
経
緯
な
ど

の
質
問
が
あ
り
、
当
局
か
ら
説
明
が
あ
っ

た
。
申
請
内
容
は
草
津
町
温
泉
使
用
条
例

に
基
づ
く
適
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
原
案
の
通
り
承
認
。

付
託
議
案
外

【
温
泉
の
給
湯
、
研
究
に
つ
い
て
】

　

委
員
よ
り
、
南
本
町
や
グ
リ
ー
ン
ハ
イ

ツ
な
ど
、
温
泉
給
湯
の
整
備
が
さ
れ
て
い

な
い
地
区
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
道
路
改

良
や
対
策
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
す
る
際
に
、

排
湯
も
含
め
た
研
究
が
で
き
な
い
か
意
見

が
出
さ
れ
、
当
局
に
調
査
・
研
究
す
る
よ

う
要
望
が
あ
っ
た
。

上坂 国由 委員

安井 尚弘 委員長

安齋 　努 委員

黒岩 　卓 副委員長宮﨑 謹一 委員

直井 新吾 委員

民教土木常任委員会

温泉温水対策特別委員会
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議

案

第

４

号

【
Ｒ
７
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
次
）】

（
土
木
費
／
都
市
計
画
総
務
費
）

Ｑ　

非
常
勤
職
員
へ
の
報
酬
（
２

万
円
）
に
つ
い
て

A　

企
画
創
造
課
長

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
専

門
委
員
へ
の
報
酬
。
会
議
が
１
回

増
え
て
２
回
に
な
り
、
１
人
１
回

２
万
円
を
支
払
っ
た
。

■
景
観
ま
ち
づ
く
り
・
高
さ
制
限

問
題
の
要
点

１
．
協
議
会
と
審
議
会
の
役
割
、

メ
ン
バ
ー
、
報
酬

景
観
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

「
要
綱
」
で
作
ら
れ
た
任
意
的
な

組
織
。
法
的
拘
束
力
な
し
。

景
観
審
議
会
は
、
景
観
条
例
な

ど
に
基
づ
き
意
見
を
述
べ
る
諮

問
的
機
関
。

　

メ
ン
バ
ー
は
町
長
が
任
命
す

る
形
式
だ
が
、
実
際
に
は
前
町
長

時
代
の
コ
ン
サ
ル
主
導
で
構
成

さ
れ
、
町
長
は
「
自
分
は
関
与
し

て
い
な
か
っ
た
」
と
説
明
。

　

２
万
円
の
報
酬
は
専
門
委
員

へ
の
謝
金
。

２
．
高
さ
制
限
の
根
本
問
題
（
町

長
の
主
張
）

景
観
法
で
は
高
さ
制
限
は
で

き
な
い
。

　

景
観
法
で
扱
え
る
の
は
「
意

匠
・
形
態
」
だ
け
で
あ
り
、
高
さ

は
他
の
法
律
（
建
築
基
準
法
な

ど
）
の
分
野
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
協
議
会
が

作
成
し
た
「
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
”６
階
以
下
を
原
則
と
す

る
“な
ど
の
独
自
ル
ー
ル
が
書
き

込
ま
れ
、
大
混
乱
が
発
生
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
高

さ
制
限
に
は
強
制
力
は
一
切
な

い
。

　

行
政
が
高
さ
を
理
由
に
許
可
・

不
許
可
や
罰
則
を
科
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

業
界
や
一
部
関
係
者
が
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
「
強
制
ル
ー
ル
」
の
よ

う
に
扱
っ
た
こ
と
が
、
町
民
の
対

立
を
生
ん
だ
と
町
長
は
強
く
批
判
。

３
．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
不
動
産
取

引
で
使
っ
て
よ
い
か
？

　

町
長
：「
使
っ
て
も
よ
い
が
”

参
考
資
料
と
し
て
“渡
す
だ
け
。

従
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

　

法
的
根
拠
が
な
い
た
め
、
高
さ

制
限
を
根
拠
に
拘
束
す
る
こ
と

は
不
可
能
。

　

し
た
が
っ
て
、
不
動
産
売
買

で
「
６
階
ま
で
し
か
建
て
ら
れ
な

い
」
と
断
定
し
て
説
明
す
る
必
要

は
な
い
。

■
議
会
側
（
黒
岩
議
員
）
の
主
な

指
摘

１
．
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
・

任
命
が
議
会
に
伏
せ
ら
れ
た
ま

ま
だ
っ
た
こ
と
は
問
題
。

２
．
諮
問
委
員
会
に
近
い
重
要
機

関
な
の
に
、
議
会
に
報
告
も
な
く

独
自
に
メ
ン
バ
ー
が
追
加
さ
れ

た
。

３
．
議
会
を
無
視
し
た
ま
ま
重
要

な
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
た
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。

４
．
他
に
も
、
町
の
意
思
決
定
を

議
会
に
知
ら
せ
な
い
ま
ま
進
め

た
事
例
（
例
：
横
手
山
ゴ
ン
ド
ラ

の
話
）
が
あ
る
と
し
て
強
く
批

判
。

■
町
長
の
回
答
（
黒
岩
議
員
へ
）

　

景
観
協
議
会
は
要
綱
上
の
任
意

組
織
で
、
法
的
な
委
員
会
で
は
な

い
。

　

前
町
長
時
代
に
コ
ン
サ
ル
主

導
で
作
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
自

分
は
内
容
を
把
握
し
て
い
な
か

っ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
２
名
の
追
加
も
議

会
に
報
告
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
事
実
。

　

今
後
は
こ
う
し
た
「
町
や
議
会

を
無
視
し
た
意
思
決
定
」
が
起
き

な
い
よ
う
仕
組
み
を
改
め
た
い
。

【
最
終
的
な
要
旨
】

高
さ
制
限
は
景
観
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、

法
律
的
な
強
制
力
は
な
い
。

　

不
動
産
説
明
で
は
「
参
考
資

料
」
と
し
て
示
す
程
度
で
よ
く
、

制
限
を
断
定
し
て
説
明
す
る
必

要
は
な
い
。

　

協
議
会
・
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー

選
定
や
運
営
が
不
透
明
だ
っ
た

点
は
問
題
で
、
今
後
見
直
す
方

針
。

歳
出
（
総
務
費
／
一
般
管
理
費
）

Ｑ　

庁
舎
等
施
設
管
理
事
業
の

中
の
備
品
購
入
費
に
つ
い
て
説

明
を
？

A　

総
務
課
長

　

役
場
、
大
会
議
室
内
の
ス
テ
ー

ジ
１
台
の
購
入
費
。

議案質疑

黒岩　卓 議員

上坂国由 議員

有 坂 太 宏 議 員
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議案質疑
歳
出
（
衛
生
費
／
母
子
保
健
費
）

Ｑ　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設

置
事
業
、
備
品
購
入
費
で
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
、
机
等
の
購
入
と
の
こ

と
だ
が
、
い
つ
か
ら
ど
う
い
う
体

制
で
行
う
の
か
説
明
を
？

A　

健
康
推
進
課
長

12
月
１
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
内

に
設
置
、
セ
ン
タ
ー
長
は
健
康
推

進
課
長
が
兼
務
、
統
括
支
援
員
と

し
て
保
健
師
が
１
名
、
業
務
に
従

事
す
る
保
健
師
・
事
務
員
で
構
成

し
て
い
る
。

歳
出
（
教
育
費
／
教
育
振
興
費
）

Ｑ　

各
種
大
会
参
加
派
遣
費
の

部
活
内
容
と
結
果
を
？

A　

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　

中
学
校
部
活
動
に
お
け
る
県

大
会
以
上
の
大
会
に
つ
い
て
は

参
加
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

柔
道
部

群
馬
県
中
学
校
柔
道
大
会
団
体

３
位
、
個
人
優
勝
２
名
、
準
優
勝

１
名

関
東
中
学
校
柔
道
大
会
個
人
ベ

ス
ト
８
、
ベ
ス
ト
16

全
国
中
学
校
柔
道
大
会
個
人
ベ

ス
ト
16

吹
奏
楽
部

中
部
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

県
大
会
金
賞

群
馬
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県

大
会
金
賞

県
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
金

賞西
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
銅

賞西
関
東
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
銅
賞

歳
出
（
衛
生
費
／
予
防
費
）

Ｑ　

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用

40
万
円
は
実
績
に
伴
う
も
の

か
？
今
後
町
と
し
て
増
額
す
る

予
定
は
あ
る
か
？
ま
た
定
期
接

種
が
始
ま
っ
た
が
そ
れ
の
補
助

と
の
差
は
？

A　

健
康
推
進
課
長

　

定
期
接
種
は
７
年
度
か
ら
の

実
施
で
接
種
実
績
は
132
人
。
任
意

接
種
は
令
和
５
年
か
ら
の
実
施

で
接
種
実
績
は
延
べ
39
人
。
定
期

接
種
の
費
用
は
群
馬
県
医
師
会

と
草
津
町
の
意
見
を
聞
い
て
決

定
。
委
託
料
の
差
額
は
国
が
示
す

金
額
が
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン
２

万
２
千
60
円
、
生
ワ
ク
チ
ン
は
８

千
860
円
。
決
定
金
額
は
定
期
接
種

２
万
２
千
100
円
、
任
意
接
種
は
１

万
円
。

（
再
質
）

Ｑ　

今
後
助
成
を
増
や
す
思
い

は
あ
る
か
？

A　

町
長

　

町
村
会
で
足
並
み
を
揃
え
て

や
る
と
同
意
し
た
。
足
り
な
い
補

正
は
組
む
。
負
担
割
合
の
金
額
を

上
げ
ら
れ
る
か
は
町
村
会
で
話

を
す
る
。

市川祥史 議員

金丸勝利 議員

○町議会に対する請願書の提出には、紹介議員が必要です。
○陳情は、請願とほぼ同じ扱いですが、議員の紹介なしで提出できます。
○採択となった請願・陳情について、執行機関に実行の義務はありませんが、議会の意思として十分に
　尊重されています。

次の事項の記載をお願いします。（決まった書式はありません）
①請願（陳情）の表題・趣旨・理由
②提出年月日
③請願（陳情）者の住所・氏名・印
④請願の場合は、紹介議員の著名（または記名押印）
⑤連名の場合は代表者を記入し、名簿を添付する。
⑥あて先…草津町議会議長
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議案はそれぞれの担当委員会において詳細な審議
が行われた後、議決されました。

総8 …  総務観光常任委員会
民 …8  民教土木常任委員会　

臨時会　（10月２日開催）　（10月２日開催）
議案はそれぞれの担当委員会において詳細な審議

令和７年度　補正予算　（一般会計）

会　計　名 補　正　額 主な内容（歳出） 総　額

議案第１号
一般会計（第６次） 総  民　8  8  

+ 6,381 万円
第８回草津町くらし応援商品券事業 + 6,195 万円

60億9,354万円
老人福祉費事務費 + 100 万円

令和７年度　補正予算　（企業会計）
会　計　名 補　正　額 総　額

議案第２号
千客万来事業会計（第 2次）総  8   

資本的 支出 + 1,628 万円 14億4,659万円

付
託
議
案

【
議
案
１
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

次
）】

Ｑ　

く
ら
し
応
援
商
品
券
（
第
８
回
）
の
配

布
期
間
及
び
国
か
ら
の
補
助
は
？

Ａ

12
月
中
を
予
定
し
て
い
る
。
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
国
か
ら
の
補
助
は
一
部
あ
る
。

ま
た
増
額
の
予
定
は
な
い
。

Ｑ　

歴
史
文
化
散
策
整
備
事
業
調
査
費
の
内

容
は
？

Ａ　

草
津
町
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
散
策
で

き
る
よ
う
再
整
備
を
す
る
も
の
。

上坂 国由 委員長直井 新吾 副委員長宮﨑 謹一 委員

湯本 晃久 委員小林 純一 委員有坂 太宏 委員

１０月臨時議会　委員会審査・報告
議案はそれぞれの担当委員会に付託され詳細な審議が行われました。

民教土木常任委員会
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出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
直
井
　
新
吾

安
齋
　
　
努

有
坂
　
太
宏

市
川
　
祥
史

安
井
　
尚
弘

小
林
　
純
一

金
丸
　
勝
利

上
坂
　
国
由

湯
本
　
晃
久

黒
岩
　
　
卓

宮
﨑
　
謹
一

【１０月２日臨時会】 【
注
】
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
議
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
（
そ
の
場
合
は
「
裁
」
と
記
載
）。

令和７年度　草津町補正予算
一般会計補正予算（第６次） 11 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千客万来事業会計補正予算（第２次） 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

その他
人権擁護委員候補者の推薦 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【１２月定例会】
条例の一部改正
町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉使用条例の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度　草津町補正予算
一般会計補正予算 ( 第８次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千客万来事業会計補正予算（第３次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他
財産の取得 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用許可（フォートリート草津 / 万代源泉） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
群馬県市町村総合事務組合の災害弔慰金の支給等に関する事務に係る共同処理
の取り止めに伴う財産処分に関する協議 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更に関する協議 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
専決処分事項の承認を求めること（令和７年度一般会計補正予算（第７次）） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願・陳情（付託委員会の審議結果についての採択になります）
街角ピアノの設置に関する陳情 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ネパール人の日本語習得のための施設に関する陳情 11 8 2 可 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
草津町における新公園設置に関する請願 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審 議 議 案 お よ び 議 案 審 議 結 果
上程議案・結果

可 ： 可 決     否 ： 否 決     賛 成 ： 〇     反 対 ： ×

件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 審査結果

街角ピアノの設置に関
する陳情

NHK で放送の街角ピアノの設置を天狗山スキー場にで
きる建物の一角にお願いしたい。

草津町大字草津 743-2
アドリーム草津 221
橋 本 健 一 他 6 名

総務観光
常任委員会 不採択

ネパール人の日本語習
得のための施設に関す
る陳情

ネパール人の日本語習得のための施設を創っていただき
たい。

草津町大字草津 743-2
アドリーム草津 221
橋 本 健 一 

民教土木
常任委員会 継続審査

草津町における新公園
設置に関する請願

草津町に、老若男女問わず、町民および観光客が気軽に
利用できる新たな公園を設置していただきたい。

草津町大字草津 449-4
草津町商工会青年部
部長　佐 藤 大 輔
紹介議員
直 井 新 吾
金 丸 勝 利

民教土木
常任委員会 採　択

請願・陳情一覧および審議結果
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Ｑ

先
日
、
町
民
の
方
よ
り
こ
ん

な
お
話
を
伺
っ
た
。「
観
光
協
会
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ
た
際
に
多
額

の
予
算
で
行
っ
た
そ
う
で
す
ね
」

と
。
私
は
そ
の
場
で
答
え
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。

　

現
在
観
光
協
会
に
は
、
町
の
予

算
で
、
観
光
協
会
宣
伝
委
託
５
千

460
万
円
、
誘
客
推
進
対
策
事
業
委

託
で
２
千
300
万
円
、
合
計
で
７
千

600
万
円
を
計
上
。
こ
の
予
算
が
適

切
な
も
の
か
と
以
前
指
摘
し
た
が
、

当
時
町
長
は
、
適
切
な
も
の
と
判

断
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
と
記
憶
を

し
て
い
る
。

　

今
回
の
件
、
町
民
の
公
募
で
行

っ
て
行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
多
方

面
か
ら
の
目
で
視
察
が
で
き
る
の

で
、
適
切
な
も
の
と
な
っ
た
と
思

う
が
、
協
会
役
員
の
み
の
視
察
旅

行
の
意
味
合
い
が
拭
い
切
れ
な
い
。

町
長
の
ご
意
見
を
伺
う
。

　

現
在
、
世
の
中
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
情
報
が
主
流
、
こ
の
流

れ
の
中
で
、
観
光
協
会
不
要
論
も

さ
さ
や
か
れ
る
。
全
国
で
は
、
観

光
協
会
を
閉
鎖
す
る
と
こ
ろ
も
出

て
き
て
い
る
。
草
津
町
は
、
過
去

に
観
光
局
の
立
ち
上
げ
を
検
討
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
と
聞
く
。
こ
の

点
に
つ
い
て
も
、
町
長
の
ご
意
見

を
伺
う
。

町
長

予
算
の
金
額
は
少
し
違
っ

て
い
る
。
経
緯
を
説
明
す
る
。
21

年
度
前
中
澤
町
長
時
は
、
５
千
461

万
円
。
私
が
就
任
し
た
平
成
22
年

度
で
、
１
億
１
千
40
万
２
千
円
一

気
に
は
ね
上
が
る
。
23
年
度
は
１

億
２
千
59
万
６
千
円
に
。
平
成
30

年
度
で
７
千
377
万
８
千
円
。
令
和

元
年
度
９
千
316
万
８
千
円
。
令
和

２
年
度
９
千
353
万
２
千
円
。
令
和

３
年
度
９
千
184
万
円
。
令
和
４
年

が
８
千
859
万
円
。
令
和
５
年
度
が

８
千
620
万
円
。
令
和
６
年
度
７
千

790
万
円
で
す
。
そ
し
て
令
和
７
年

度
が
６
千
935
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

非
常
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
数
字

を
読
ん
で
お
わ
か
り
の
通
り
、
５

千
461
万
円
か
ら
一
気
に
、
倍
増
し

て
い
る
数
字
。
こ
れ
は
観
光
協
会

の
方
か
ら
「
景
気
対
策
を
要
す
る

た
め
に
ぜ
ひ
組
ん
で
く
れ
」
と
、

町
も
お
金
が
な
い
中
で
工
面
を
し

て
こ
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
。

　

そ
の
中
、
も
う
ひ
と
つ
の
視
点

か
ら
見
る
熱
乃
湯
の
売
り
上
げ
、

就
任
当
時
は
、
大
体
７
千
万
円
ぐ

ら
い
。
今
は
２
億
３
千
万
円
。
観

光
協
会
は
、
公
益
会
計
、
収
益
会

計
と
捉
え
て
行
っ
て
い
る
。
ト
ー

タ
ル
で
幾
ら
あ
る
の
か
が
一
番
重

要
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
フ
ラ
ン
ス
に
行

っ
た
、
そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
効

果
に
つ
い
て
報
告
で
は
、
128•

５
％

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
草
。
こ
れ

が
誘
客
対
策
に
行
っ
て
増
え
た
の

か
自
然
に
増
え
た
の
か
わ
か
ら
な

い
。
欧
米
関
係
が
増
え
て
い
る
の

は
事
実
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
ず
っ

と
伸
び
て
い
る
が
、
特
に
欧
米
人

が
増
え
て
来
て
る
事
が
、
こ
の
キ

ャ
ラ
バ
ン
が
行
っ
た
か
ら
は
、
何

と
も
わ
か
り
づ
ら
い
と
思
う
。
観

光
協
会
に
指
定
管
理
に
出
し
て
い

る
湯
も
み
と
、
そ
れ
か
ら
補
助
金

を
多
額
に
出
し
て
い
る
等
々
を
考

え
た
と
き
に
、
果
た
し
て
今
度
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ラ
ン
ス
が
適
切

で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
あ
え
て
イ

エ
ス
か
ノ
ー
か
言
わ
な
い
。
や
は

り
い
か
が
な
も
の
か
な
と
い
う
感

想
は
持
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
の
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
や
る
方
が
一

番
効
率
が
良
い
。
一
番
権
威
が
あ

る
の
は
、
自
治
体
が
発
す
る
ネ
ッ

ト
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
か
。

主
流
は
ネ
ッ
ト
で
、
そ
れ
を
や
る

こ
と
が
一
番
私
は
い
い
も
の
と
思

う
。

　

今
金
額
を
述
べ
た
が
、
こ
の
金

額
は
あ
る
意
味
観
光
協
会
が
聖
域

み
た
い
に
な
り
、
手
を
出
し
づ
ら

く
な
っ
た
。
公
益
収
益
足
し
算
す

る
と
す
ご
い
金
額
。
だ
か
ら
私
の

就
任
時
よ
り
見
れ
ば
２
倍
、
３
倍

に
。
そ
れ
が
正
し
い
の
か
？
正
し

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
収
益
公

益
を
含
め
て
も
１
億
の
余
剰
金
持

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
裕
福
な
団
体

見
た
こ
と
な
い
。
よ
く
他
の
町
村

長
が
「
補
助
金
と
い
う
の
は
、
足

り
な
い
分
を
く
れ
っ
て
い
う
の
が

補
助
金
で
あ
っ
て
、
補
助
金
を
受

け
て
い
る
も
の
が
億
の
金
持
っ
て

い
る
の
は
お
か
し
い
と
。」
そ
う
い

う
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
。
誰
も
が

納
得
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

　

私
が
就
任
後
間
も
な
く
観
光
局

立
ち
上
げ
は
あ
っ
た
。
ま
ず
商
工

会
が
抜
け
た
。
商
工
会
法
と
い
う

法
律
が
あ
り
、
一
緒
に
な
る
事
が

出
来
な
い
。
旅
館
組
合
も
、
当
時

の
組
合
長
（
今
も
同
じ
か
）
観
光

局
は
我
々
も
難
し
い
と
言
っ
た
よ

う
な
記
憶
が
あ
る
。
そ
れ
な
の
で

放
置
し
た
。

　

観
光
協
会
を
ど
う
す
る
の
か
、

今
後
も
い
ろ
ん
な
事
業
を
行
い
た

い
。
そ
し
て
費
用
対
効
果
が
あ
る

の
か
出
し
て
貰
う
。
そ
の
中
で
、

公
益
会
計
の
補
助
金
が
い
く
ら
、

収
益
は
散
々
稼
げ
ば
い
い
と
思
う
。

観
光
協
会
は
ビ
ジ
ネ
ス
。
今
の
上

層
部
と
私
と
の
間
で
は
齟
齬
が
出

て
い
る
の
も
事
実
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
補
助
金
を
出
す
の
は
草

津
町
、
草
津
町
長
。
誰
が
見
て
も

納
得
す
る
金
の
使
い
方
を
し
て
欲

し
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
。
協
会

の
幹
部
の
皆
さ
ん
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
い
い
と
思
う
。
幹
部
の
方
々

が
ど
う
い
う
ふ
う
に
認
識
持
っ
て

る
の
か
分
か
ら
な
い
。
私
と
の
間

で
は
齟
齬
が
出
て
き
て
る
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

観
光
局
設
置
に
つ
い
て

有
坂
太
宏
議
員
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議
員
や
議
会
は
何
を
し
て
い

議
員
や
議
会
は
何
を
し
て
い

る
の
？
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

る
の
？
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

議
員
の
お
仕
事
に
は
皆
さ
ん
が

議
員
の
お
仕
事
に
は
皆
さ
ん
が

よ
く
知
っ
て
い
る
本
会
議
や
委

よ
く
知
っ
て
い
る
本
会
議
や
委

員
会
に
出
席
す
る
な
ど
の
「
議

員
会
に
出
席
す
る
な
ど
の
「
議

会
活
動
」
と
、「
議
員
活
動
」
が

会
活
動
」
と
、「
議
員
活
動
」
が

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　
「
議
員
活
動
」
は
普
段
に
お
け

　
「
議
員
活
動
」
は
普
段
に
お
け

る
調
査
研
究
活
動
や
住
民
意
思

る
調
査
研
究
活
動
や
住
民
意
思

の
把
握
な
ど
、
議
会
活
動
を
支

の
把
握
な
ど
、
議
会
活
動
を
支

え
る
た
め
の
活
動
で
あ
り
、
ま

え
る
た
め
の
活
動
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
活
動
自
体
が
住
民
福
祉

た
そ
の
活
動
自
体
が
住
民
福
祉

の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
り

の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
議
員
に
は
一
般
的
な「
休

ま
す
。
議
員
に
は
一
般
的
な「
休

暇
」
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

暇
」
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
は
、
９
月
定
例
議
会

　

こ
こ
で
は
、
９
月
定
例
議
会

後
か
ら

後
か
ら
1212
月
定
例
議
会
の
間
の

月
定
例
議
会
の
間
の

議
員
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し

議
員
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

ま
す
。

議
員
活
動
報
告

議
場
だ
け
が
仕
事
場
じ
ゃ
な
い
！
活
動
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す

議
場
だ
け
が
仕
事
場
じ
ゃ
な
い
！
活
動
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す

議
場
だ
け
が
仕
事
場
じ
ゃ
な
い
！
活
動
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す

議
場
だ
け
が
仕
事
場
じ
ゃ
な
い
！
活
動
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す

議
員
活
動
報
告

議
員
活
動
報
告

9 月 9～ 11 日　
草津町・草津町議会視察研修
（大分・熊本方面）

9月 25 日
視察研修報告会

10月 4～ 5日
第 57回葉山町草津町姉妹都市交流事業はやま＋プラス視察

10月 21 日　草津町やすらぎ福祉大会

11月 22 日　
湯畑ツリー＆イルミネーション点灯式

9月 30 日　
草津町戦没者追悼式

9/9 ～ 11 の視察に関して問題
点、課題等を検討しました。
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議員が順番に日頃感じていることなど自由に書く「忙中感記」。今回は上坂国由議員です。

草津町議会議員四期の歩みを振り返って

　私はこれまで四期にわたり、草津町議会議
員として町政に携わってまいりました。その
中で一貫して重視してきたのは、「教育」と
「福祉」の充実です。地域の未来を担う子ど
もたちが健やかに成長できる環境を整えるこ
と、そして高齢者をはじめとするすべての町
民が安心して暮らせる社会を築くこと――こ
の二つを政治の根幹と位置づけて活動を続け
てきました。
 　教育分野では、学校環境の整備や地域ぐ
るみの子育て支援体制の強化を推進し、次世
代の人づくりに力を注いできました。福祉分
野では、高齢者の生活支援や障がい者福祉の
向上、誰もが支え合える地域づくりを目指し

て、行政と地域住民の橋渡し役として取り組
んでまいりました。
 　これらの経験を通じて得た教訓は、政治の
原点は「現場にある」ということです。町民
の声に耳を傾け、課題を共有し、解決に向け
て粘り強く行動することこそが、地方政治の
責務だと確信しております。
 　今後は、これまでの議員活動で培った知識
と経験を活かし、より広い視野から地域社会
の発展に貢献してまいります。教育と福祉を
軸に、人を大切にする政治、誰一人取り残さ
ないまちづくりを目指して、これからも全力
で取り組んでいく所存です。

◆広報委員会／委員長　直井新吾・副委員長　有坂太宏・委員　小林純一　市川祥史
◆発行/議会事務局　〒377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津28番地  TEL.0279-88-7191

　明けましておめでとうございます。
　咋年度 ( 令和６年４月～令和７年３月 ) の草津温泉 ( 草津町 ) への入り込みのお客様の数は
400 万人を越え、令和８年度は更に増加が見込めます。第 39 回「日本の温泉 100 選」で 23
年連続１位、リクルートじゃらん net、楽天で、もう一度行きたい温泉の１位となりました。
温泉文化は世界に誇る日本固有の文化であり、ユネスコ無形文化遺産登録に向けて、国会議員
連盟、登録を応援する知事の会 ( 事務局長山本一太群馬県知事 ) は 2030 年の登録に向けて全
国規模で運動しております。日本一の草津温泉はその中心です。温泉文化とは何か、もう一度
振り返り更に進化させければなりません。文化 (culture・語源ラテン語・耕す、栽培の意 )
は絶えず進化しなければなりません。日本の伝統芸能、歌舞伎も時代と共に進化しております。
草津温泉の温泉文化も病気の治癒から健康増進、ストレス、習慣病回避へと進化し温泉療法医
の指導 ( カルテ )、温泉入浴指導員による現代湯治を伝統湯 ( 地蔵の湯・千代の湯 ) で湯温調
整の「湯もみ文化」を人浴前の運動・かぶり湯等、滞在中の草津の歴史を尋ねる歩行運動 ( 歴
史の小径整備 )、温水プールの歩行浴等を温泉資源と併せた草津独自の温泉文化を 2030 年ユ
ネスコ無形文化遺産登録の名実ともに「日本ーの草津温泉」に育てる、新年の初夢でなく町民
の皆様の熱意、草津町議会、自治体、関係機関の力を結集して進みたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草津町議会議長
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の皆様の熱意、草津町議会、自治体、関係機関の力を結集して進みたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草津町議会議長


